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社
会
資
本
整
備
審
議
会
は

十
一
月
二
十
五
日
、
東
京
・

霞
が
関
の
中
央
合
同
庁
舎
三

号
館
で
都
市
計
画
・
歴
史
的

風
土
分
科
会
都
市
計
画
部
会

と
河
川
分
科
会
の
第
三
回
下

水
道
小
委
員
会
（
委
員
長
・

花
木
啓
祐
東
京
大
学
大
学
院

七
月
に
ま
と
め
た
新
下
水

工
学
系
研
究
科
教
授
）
を
開

き
、
新
た
な
時
代
の
下
水
道

政
策
の
あ
り
方
に
関
す
る
答

申
案
を
ま
と
め
た
。
施
設
の

老
朽
化
な
ど
迫
り
く
る
危
機

か
ら
脱
却
し
、
大
規
模
な
改

築
更
新
時
代
に
下
水
道
を
地

域
の
水
・
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ

道
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
国
、
地
方

公
共
団
体
、
研
究
機
関
が
連

ー
供
給
拠
点
に
転
換
す
る
絶

好
の
好
機
と
し
て
関
係
者
の

総
力
を
結
集
し
て
い
く
。

施
設
の
老
朽
化
や
職
員
の

減
少
、
使
用
料
の
収
入
不
足

な
ど
下
水
道
は
危
機
的
な
状

況
に
直
面
し
て
い
る
。
と
く

に
管
理
者
で
あ
る
地
方
公
共

携
し
て
中
長
期
的
な
技
術
開

発
計
画
を
策
定
し
、
計
画
の

政
府
は
十
二
月
一
日
、
設

備
メ
ー
カ
ー
・
団
体
な
ど
で

つ
く
る
ス
マ
ー
ト
ラ
イ
フ
ジ

ャ
パ
ン
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
と

連
携
し
て
冬
の
節
電
・
省
エ

団
体
な
ど
が
下
水
道
の
重
要

性
と
持
続
性
の
難
し
さ
を
十

分
に
認
識
せ
ず
、
事
業
運
営

の
説
明
責
任
を
果
た
し
て
い

な
い
の
が
実
情
だ
。

こ
の
た
め
答
申
案
で
は
危

機
を
直
視
し
て
下
水
道
の

「
見
え
る
化
」
に
向
け
た
一

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
や
新
た
な

技
術
開
発
テ
ー
マ
を
議
論
す

る
場
を
設
定
す
る
と
明
記
し

て
い
た
。
こ
れ
を
受
け
て
同

省
は
学
識
経
験
者
、
地
方
公

ネ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
開
始
し

た
。
官
民
一
体
と
な
っ
て
各

家
庭
で
楽
し
く
節
電
・
省
エ

ネ
を
実
行
で
き
る
有
益
な
情

報
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、

層
の
努
力
が
不
可
欠
で
あ
る

と
強
調
。
地
域
の
水
・
資
源

・
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
拠
点
と

な
り
う
る
下
水
道
の
潜
在
力

共
団
体
、
関
係
団
体
な
ど
か

ら
な
る
検
討
委
を
設
置
し
、

お
お
む
ね
二
十
年
の
長
期
目

標
を
念
頭
に
お
い
た
十
年
間

の
中
期
ビ
ジ
ョ
ン
づ
く
り
に

乗
り
出
し
た
。

初
会
合
で
は
高
島
英
二
郎

同
省
国
土
技
術
政
策
総
合
研

究
所
下
水
道
研
究
部
長
が
冒

頭
あ
い
さ
つ
に
立
ち
「
新
下

水
道
ビ
ジ
ョ
ン
の
理
念
で
あ

る
『
循
環
の
み
ち
下
水
道
』

の
持
続
と
進
化
を
確
実
に
進

め
て
い
く
に
は
技
術
の
役
割

が
き
わ
め
て
重
要
だ
。
今
後

の
技
術
開
発
の
あ
り
方
・
進

め
方
に
つ
い
て
皆
さ
ま
と
議

論
し
て
い
き
た
い
。
年
度
末

ま
で
と
い
う
短
い
期
間
だ
が

知
恵
を
結
集
し
て
ビ
ジ
ョ
ン

を
ま
と
め
、
次
年
度
以
降
、

節
電
・
省
エ
ネ
に
取
り
組
む

消
費
者
に
抽
選
で
関
係
企
業

か
ら
省
エ
ネ
家
電
製
品
な
ど

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
。

政
府
は
夏
季
の
き
び
し
い

を
発
揮
し
、
関
係
者
の
総
力

を
結
集
し
て
持
続
的
な
発
展

が
可
能
な
新
時
代
を
切
り
拓

く
よ
う
呼
び
か
け
て
い
る
。

具
体
的
に
は
①
平
常
時
・

非
常
時
に
お
け
る
最
適
な
下

水
道
機
能
・
サ
ー
ビ
ス
の
持

続
的
提
供
②
都
市
部
に
お
け

る
浸
水
被
害
の
軽
減
③
環
境

に
や
さ
し
い
地
域
・
社
会
づ

く
り
④
民
間
企
業
の
国
内
外

に
お
け
る
事
業
展
開
│
│
の

四
項
目
を
柱
と
し
て
事
業
を

推
進
し
て
い
く
。

確
実
な
体
制
で
体
系
的
に
推

進
し
、
適
宜
修
正
や
フ
ォ
ロ

ー
ア
ッ
プ
を
行
っ
て
い
く
」

と
述
べ
た
。

ま
た
花
木
委
員
長
が
「
新

下
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
技
術

の
こ
と
が
あ
ま
り
書
か
れ
て

い
な
い
。
ビ
ジ
ョ
ン
を
実
効

性
の
あ
る
も
の
に
す
る
に
は

本
委
員
会
の
役
割
が
重
要
に

な
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
か

ら
議
論
し
て
い
た
だ
き
、
今

後
の
技
術
開
発
に
資
し
て
い

き
た
い
」
と
述
べ
、
活
発
な

意
見
交
換
を
呼
び
か
け
た
。

検
討
委
で
は
今
月
十
九
日

に
幹
事
会
を
開
き
、
各
技
術

分
野
に
対
応
し
た
ワ
ー
キ
ン

グ
グ
ル
ー
プ
を
編
成
し
て
具

体
的
な
取
り
組
み
を
進
め
て

い
く
。

電
力
需
給
見
通
し
を
受
け
て

七
月
に
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
初

の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
。

全
国
か
ら
五
万
八
千
名
を
超

え
る
消
費
者
が
協
力
し
た
。

同
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
省
エ
ネ

・
ス
マ
ー
ト
ラ
イ
フ
の
実
現

へ
民
間
主
導
で
設
立
さ
れ
、

設
備
機
器
関
係
メ
ー
カ
ー
、

販
売
店
、
業
界
団
体
、
消
費

者
団
体
、
自
治
体
な
ど
で
構

成
。
本
紙
関
係
で
は
日
本
冷

凍
空
調
工
業
会
、
Ｌ
Ｉ
Ｘ
Ｉ

Ｌ
、
積
水
化
学
工
業
、
ダ
イ

キ
ン
工
業
、
三
菱
電
機
、
パ

ナ
ソ
ニ
ッ
ク
な
ど
が
参
加
し

て
い
る
。

冬
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は

企
業
・
団
体
・
自
治
体
な
ど

の
取
り
組
み
、
フ
ェ
ア
、
生

活
提
案
な
ど
を
同
フ
ォ
ー
ラ

ム
事
務
局
が
集
約
し
、
ス
マ

ー
ト
ラ
イ
フ
推
進
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
で
消
費
者
に
広
く

情
報
提
供
す
る
。
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花木委員長

有識者検討委が初会合

������������������ ������������ 国
土
交
通
省
は
十
一
月
二
十
八
日
、
東
京
・
霞
が
関
の
経
済
産
業
省
別
館
会
議
室
で
第
一
回
「
下
水
道
技
術
ビ

ジ
ョ
ン
検
討
委
員
会
」
（
委
員
長
・
花
木
啓
祐
東
京
大
学
大
学
院
工
学
系
研
究
科
教
授
）
を
開
き
、
ビ
ジ
ョ
ン
策

定
の
基
本
方
針
を
確
認
し
た
。
今
後
十
年
間
の
中
期
計
画
と
し
て
テ
ー
マ
ご
と
に
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、
技

術
開
発
の
「
見
え
る
化
」
を
め
ざ
す
。
各
分
野
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
設
け
て
検
討
を
進
め
、
来
年
三
月
を

め
ど
に
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
案
と
推
進
策
を
盛
り
込
ん
だ
新
ビ
ジ
ョ
ン
を
打
ち
出
す
方
針
だ
。
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